
●左京区在宅医療・介護連携支援センターとは 

 高齢者の在宅医療と介護に携わる医師・専門職を対象とした支援機関です。 

市内に８カ所あるセンターの一つで、京都市からの委託を受け一般社団法人左京医師会が運営して

います。 

在宅医療と介護に関する専門的な知識を持ったコーディネータが二人配置され、専門職からの相談に

応じたり、連携支援のための様々な施策に取り組んでいます。 

  

●主な役割は？ 

 主に次の４つの項目に取り組んでいます。 

 ・医療・介護関係者などからの相談 

 ・地域の医療・介護資源の把握 

 ・医療・介護の他職種を対象とした研修 

 ・地域住民への普及啓発 

 

●どのような相談に対応しているか？ 

 実例の中から代表的な相談例を紹介します。 

・末期がんの方への在宅診療してもらえる医師を紹介してほしい（病院連携室から） 

・言語聴覚士が在籍されている訪問看護ステーションの情報がほしい（ケアマネジャーか 



ら） 

・骨折後特殊なリハビリを受けることができるリハビリ施設か病院について照会してほ 

しい（医師から） 

 ・往診してくれる泌尿器科の医師を紹介してほしい（地域包括支援センターから） 

 ・精神科の処方と骨折治療の両方対応可能な病院を紹介してほしい（ケアマネジャーから） 

 ・英会話のできるケアマネジャーを紹介してほしい（他府県の病院連携室から） 

 ・他府県から転入の患者の介護保険手続きはどうしたらよいか（病院看護師から） 

 ・虐待の疑いにより在宅復帰が難しい入院患者の入所先について（病院連携室から） 

 

●医療・介護資源の把握とは具体的に 

 ・『左京区医療機関・歯科医院・薬局・訪問看護ステーション』を作成し地域の医療機関・事業所に

配付しました。１９６カ所の病院・診療所、８１カ所の歯科医院、６６カ所の薬局、１１カ所の訪

問看護ステーションの連絡先・診療時間などの基情報を網羅して令和 3 年３月に発行しました。 

 ・ほかに居宅介護支援事業所のケアプラン空き情報の収集、主要病院の地域連携担当窓口の一覧

を作成し配布資料に付録するなど把握、情報共有に努めています。 

 

●他職種を対象にした研修 

 医療と介護の他職種の方向けに様々な研修を企画し実施しています。直近の主な事例は以下のと



おりです。 

・第２８回地域連携懇談会「コロナ時代の医療と介護」（医師・介護関係者対象） 

 ・連続講座「精神疾患研修」第一回統合失調編、第二回依存症編、第三回気分障害と自殺予

防編（医師・介護関係者対象） 

 ・１３病院連携会議企画研修 医療従事者の患者支援スキルアップ研修「ケアマネジャーを知って、

地域を知っていく！」（医療従事者対象） 

 ・第２９回地域連携懇談会「コロナ禍の２年間を振り返る」（医師・介護関係者対象） 

 

●地域住民への普及啓発 

・「さきょう区民 みんなの教室 ふつうは知らない在宅介護の世界」などの発行 

・「在宅医療ガイドブック ご存じですか？在宅医療・かいごのこと」の作製配付 

 

さまざまな活動を通じ、地域の医療と介護の関係者の方が他職種でよりよく連携できる 

よう支援活動を行なっています。 
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医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最期まで続けられるよう、地域の在宅医療・介護関係者が円滑

を目指します！





ご存知ですか？在宅医療・介護のこと

～京都府医師会、地域ケア委員会作成「はじめての在宅医療」～

左京区版



はじめに

もし皆さんが、皆さんのパートナーや家族・親族などが、これまで

の普通の毎日の生活から日常的に医療と介護が必要になった場合、ど

ういった療養生活を送りたいか、送ってもらいたいか考えられたこと

はあるでしょうか？

「自宅で暮らしたいが、家族に迷惑をかけたくない…」「一人暮ら

しだから、無理だ…」「介護なんかしたことがないし、出来るだろう

か…」「突然、体調が悪くなったらどうしらたいいか分からない…」

など不安なお気持ちになると思います。

日常的な医療と介護が必要になっても、住み慣れた地域や自宅でいつまでも（自分ら

しく）暮らし続けたいという願い（在宅療養）は共通すると思います。その願いを支援

するのが、「在宅医療・介護サービス」です。

単身で暮らされている方、ご高齢のご夫婦のみで暮らされている方、終末期を医療機

関ではなく自宅で迎える方など、色々な状況や環境で在宅療養を選択されている方が増

えてきています。

このガイドブックは、在宅療養を考える、始める皆さんを支える仕組みや機関などに

ついて医療の視点から知ってもらうためのものになっている他、ご自身や介護される側

の最期についても話し合えるきっかけになれば幸いです。

「在宅医療・介護連携推進事業」って・・・？

全ての団塊の世代の方が75歳以上となる2025年に向けて、医療と介護の両方を必要

とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けるこ

とができるよう、地域の医療・介護の関係団体が連携して、包括的かつ継続的な在宅医

療と介護を一体的に提供するために必要な支援を行うことが求められています。「在宅

医療・介護連携推進事業」は、介護保険法における地域支援事業に位置付けられ、市町

村が主となり医師会等と連携しつつ、事業を実施しています。

今回は、その中の「地域住民への普及啓発」として、地域住民の皆さんに在宅医療や

介護について少しでも理解して頂き、在宅での療養が必要になった時に必要なサービス

等が選択できるよう、パンフレットを作成しました。

「在宅医療・介護連携支援センター」って・・・？

京都市では、地域の在宅医療・介護関係者が円滑に連携できる仕組み・環境整備

することを目的とした「在宅医療・介護連携支援センター」を各地域の地区医師会

に委託して運営しています。センターには、在宅医療・介護等の経験・知識を有す

る看護師・介護支援専門員、社会福祉士等がコーディネーターとして配置されてい

ます。主に医療・介護の専門職への相談支援、医療・介護資源の把握や専門職向け

研修、地域住民への啓発等を行っています。



























































◆ 左京区役所

認知症の早期発見と早期対応を目指して活動する専門チーム

◆ 左京口腔サポートセンター

京都市左京歯科医師会

【 FAX 】７０２－２６１２（※ FAXでの相談受付）

大原地域包括支援センター 【学区】 久多・大原・八瀬・上高野・松ヶ崎

•【連絡先】７４４－４０５５

•【所在地】大原戸寺町380（大原ホーム内に併設）

左京南地域包括支援センター 【学区】吉田・聖護院・川東・新洞・岡崎

•【連絡先】７７１－６３００

•【所在地】新生洲町97（川端冷泉通南・川端診療所北側）

左京北地域包括支援センター 【学区】広河原・花脊・鞍馬・静市・葵・下鴨

•【連絡先】７０６－７２８０

•【所在地】下鴨上川原町62（市バス 北大路通南側、植物園前バス停から東に数m）

岩倉地域包括支援センター 【学区】岩倉北・岩倉明徳・岩倉南

•【連絡先】７２３－０８００

•【所在地】岩倉長谷町1255（岩倉交流センターから北に350ｍ東側）

修学院地域包括支援センター 【学区】修学院第一・修学院第二

•【連絡先】７２３－８０７７

•【所在地】山端柳ヶ坪町18（白川北大路通交差点南西）

白川地域包括支援センター 【学区】北白川・浄楽・錦林東山

•【連絡先】７６２－５５１０

•【所在地】浄土寺真如町162-5  アンソレイユ真如堂1階101号室（白川通沿い、特養花友しらかわ南側）

高野地域包括支援センター 【学区】養徳・養正

•【連絡先】７２４－０３９７

•【所在地】高野蓼原町47-5（下鴨警察署北東、御蔭通から大原街道入る）

◆ 左京区学区別「地域包括支援センター」

地域における介護予防の拠点 ※介護予防相談や教室の案内など

◆ 京都市左京区地域介護予防推進センター TEL：762-5529

認知症の鑑別診断と初期治療、専門医療相談など （直通）TEL：706-5515
◆ 京都市認知症疾患医療センター（北山病院内） （代表）TEL：791-1177

◆ 京都市左京区認知症初期集中支援チーム（川越病院内） TEL：754-1010

左京区内在宅療養支援窓口

左京区役所

健康長寿推進課

介護保険以外の高齢福祉
健康長寿推進担当

TEL：702-1219

介護保険関係
高齢介護保険担当

TEL：702-1069

生活福祉課 生活保護関係 TEL：702-1065

障害保健福祉課 障がい関係
（身体・知的・精神障害・難病等）

TEL：702-1131



資料：京都府医師会 地域ケア委員会

作成：京都市左京区在宅医療・介護連携支援センター
連絡先：左京区岩倉大鷺町422 国立京都国際会館６階 075-707-2250
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